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Ａ．研究目的 
1．コロナ禍で明らかになった養育者のメンタ

ルヘルスの重要性  
子どもに安全な育ちに不可欠な養育的ケア

（Nurturing Care）を提供する子育て世代の

メンタルヘルスの重要性が、COVID19 パンデ

ミックの逆境下で改めて認識された(1) (2)。養

育者の心身の健康状態は子どもの心身の健康

と育ちの過程に大きな影響を与える。小児科診

療のプライマリーケアの提供の場を子どもの

心身の健やかな育ちに向けた予防的介入の機

会とするためには家族全体をケアの対象とす

る必要がある(3)。子どもの健康と育ちについ

て助言を求めて受診している養育者自身の心

身の健康と家族のウェルビーイングにも目を

向ける必要がある。 
2．子育て世代のメンタルヘルスにおけるポピ

ュレーション・アプローチ 
発達途上の子どもと共に暮らしている養育

者のメンタルヘルスの問題は周産期の母親を

中心に明らかにされている。周産期は関係性発

達の最早期にあたり産後うつ病など養育者の

メンタルヘルスが絆形成の過程に与える影響

は看過できない。メンタルヘルスの問題につい

ての全ての妊産婦を対象とするスクリーニン

グとケアの提供は、母子 2 世代の否定的転帰に
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よる経済損失から分析すれば、十分な有効性と

妥当性を持つと考えられている。妊産婦健診の

制度は母親の心身の健康をモニタリングする

貴重な機会であり全ての妊産婦のメンタルヘ

ルスの問題の予防と早期発見のための介入の

機会ともなっている。その一方で学齢期から思

春期の子どもの養育者についてはメンタルヘ

ルスに関連する調査や家族のウェルビーイン

グやポピュレーション・アプローチの視点から

の取り組みは少ない。 
3．養育者と家族の支援に向けた情報の集約と

発信の課題 
妊娠、出産期、子育て期については母子保健

と軸とした医療保健福祉の領域を横断する概

念にもとづく「健やか親子２１」のような包括

的な取り組みが継続されている。その一方でそ

の理念の中心にある次世代育成サイクルに目

を向けると学齢期、思春期まで次のライフステ

ージを含む医療向けの包括的な情報サイトの

構築は未だ十分ではない。周産期以降は母子保

健活動を超えて教育や福祉、就労など自立への

支援に関わる関係機関と連携しての実態把握

と集約にもとづく包括的な介入の方策が必要

となる。 
4．小児科診療における養育者のメンタルヘル

スのスクリーニングとケア 
本研究では養育者のメンタルケアのニーズ

への気づきを多職種で共有するスクリーニン

グ法のあり方とスクリーニングとケアに関す

る情報収集を行い小児医療従事者向けの教育

素材の作成を目的として調査を行った。 

  
Ｂ．研究方法 
 文献検索ソフトを用いて養育者のメンタル

ヘルスおよびスクリーニングを主な Key 

Wordによるデータ収集を行い関連する概念や

方法に関する検討を行った。 

 
Ｃ．研究結果 
以下が今年度の研究調査で得られたお茉奈知

見と提案である。 
１）子育て世代のメンタルヘルスについて 

0 歳から 16 歳までの子どもと暮らしている

子育て世代の親の 20-30%にこころの問題がみ

られることが母親と子どもの医療データを連

結させた英国での全国調査で明らかになった。

親のこころの問題でもっとも頻度が高いのは

うつと不安であり、親が精神疾患に罹患するこ

とを 4－5 人に 1 人の子どもが体験しているこ

とになる(4)。またメンタルヘルスの問題は社

会環境とも密接に関連し貧困に直面する地域

で増加する傾向があった。このような頻度の高

さにより親のメンタルヘルスに対してはポピ

ュレーション・アプローチによる介入すなわち

全ての親をケアの対象とすべきことを示唆し

ている。すでにうつや不安については簡便なス

クリーニングの方法が開発され様々な診療や

支援の現場で導入されている。 

 養育者の心身の健康状態の観察として、メン

タルヘルス・スクリーニングをルーチンの質問

項目に組み込むことが考えられる。たとえばコ

ロナ禍のメンタルヘルスの実態調査でも用い

られた親が回答する簡便な自己質問票または

質問法をスクリーニング・ツールとして健診や

診療のルーチンに組み込むことが出来る。 

PHQ2(5)はうつ病の基本症状の 2 項目をた

ずねる。日常もっている興味や楽しみの喪失は

「何かやろうとしてもほとんど興味がもてな

かったり楽しくない」、抑うつ的な気分につい

ては「気分が重かったり、憂うつだったり、絶

望的に感じる」が実際の質問項目ちばｒｙ「。

過去 2 週間を振り返って、全くない（0 点）、

数日（１点）、1 週間の半分以上（２点）、ほぼ

毎日（３点）として評定する。いずれかの項目
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についてほぼ毎日と答える（3 点）か２項目の

得点を合わせて 3 点以上となるとき養育者は

抑うつ傾向にあると考えてよい。 

同様に GAD2(5)も不安障害の基本症状の

「緊張感、不安感または神経過敏を感じる」お
よび⼼配することを⽌められない」または「⼼
配をコントロールできない」の 2 項目からなり

同じ方法で評定する。これらの項目に加えて睡

眠の問題がないかを尋ね、それらが日常生活の

仕事や家事、育児の困難にどのようにつながっ

ているかを聞いていくことで養育者自身のメ

ンタルケアのニーズを共有することができる。 

子どもについての通常の問診の中でも心配

が実際の所見よりも過剰であったり悲観的で

あったりする、原因などについて極端な自責

や他罰的な解釈がみられる等の特徴がみられ

る場合、不安や抑うつによる「認知の歪み」

である可能性がある。説明や助言をたびたび

忘れる、同じことを繰り返し質問するなどの

態度も不安や抑うつによる集中困難に起因す

る場合がある。なか説明や助言の理解や対応

の困難については養育者に知的能力症や注意

欠如多動症、自閉スペクトラム症などの発達

障害特性がある可能性も念頭に置くことが望

ましい。 
子育て世代のメンタルヘルスを考えるうえ

で父親の育児参加とワークライフバランスの

あり方もまた養育者それぞれの子育て困難感

や育児ストレスと関連します。父親が育児を通

じて子どもに関わる機会やあり方は家族ごと

に多様化しています。そのような現状において

も主な養育者のみならずパートナーのこころ

の問題もまた親子の関係性と家族の育児機能

に大きな影響を与えます。周産期を中心に父親

のうつ病（Paternal depression）は母親に近い

頻度でみられ、親子の関係性や子どもの発達過

程に長期的な影響を及ぼしている実態が国内

外で明らかになっている(6, 7)。両親が受診し

ている場合には母親と父親の双方に上記の質

問法によるスクリーニングを行うことが望ま

れる。 
 
２）Bio・Psycho・Social なアセスメントと包

括的なケア 

養育者のメンタルヘルスの問題は子どもと

同様にバイオ（生物）・サイコ（心理）・ソーシ

ャル（社会）の 3 層の要因の相互作用から理解

することが出来る。子育て世代のメンタルヘル

スに密接に関連する生物学的側面がリプロダ

クティブ・サイクルである。女性における妊娠

出産や閉経期の内分泌学的な変化は抑うつや

不安の脆弱性となる一方で子育てのための環

境変化に適応する可塑性にも関連する。 

心理的要因としてストレスへの対処（コーピ

ング）に密接に関連するのが養育者の対人関係

のパターンである。なかでもアタッチメント・

スタイル（自尊感情と他者への信頼感のあり方）

は夫婦関係や親子関係など子育てに関わる親

密な関係性に反映される。養育者ごとのアタッ

チメント・スタイルの把握は養育上のストレス

状況での育児態度や援助希求のあり方の理解

に役立つ。自尊感情と他者への信頼感の双方が

肯定的である「安定型」の養育者ではバランス

が取れ安定した対人関係を背景に適切なサポ

ートが得やすくなる。「困ったときに相談する

人が誰か」、「その相手に何でも打ち明ける事が

出来るか」という簡略な質問が把握の糸口とな

る。 

社会的要因には住環境や経済的側面での安

全および社会的サポートなどその人が利用可

能な人的資源の多寡がある。サポートの資源が

得られやすいほど養育環境を整え育児困難や

ストレスに対処しやすくメンタルヘルスの問

題を生じにくいレジリエンスの高さにつなが
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る。先述の心理的要因としてのアタッチメン

ト・スタイルが「不安定型」の養育者ではパー

トナーや両親など親密な関係で援助を受ける

ことに障壁が生じやすい結果、子育てとメンタ

ルケアに必要な社会的サポートの乏しさにつ

ながる。 

ストレスを生じるような人生上の出来事（ラ

イフ・イベント）との遭遇はメンタルヘルスの

問題の発生のきっかけとなる。直近の「家族な

ど親しい人が亡くなる、重い病気や事故にあう」

など予期せぬ出来事と引き続く環境の急激な

変化への対処によって負担が増すことが心身

のバランスの乱れにつながる。養育者にとって

は子どもの重篤な疾患の発症や障害の発見、さ

らには突然死などは大きな心理的インパクト

をもつ出来事である。 

周産期のメンタルヘルスケアで現在用いら

れている育児支援チェックリストにはこれら

のリスク要因についての項目が集約されてい

る(8)。母子手帳や乳幼児健診の問診票にもこ

のような社会的サポートや養育環境に関する

内容の項目を含める自治体が増えている。母子

保健領域の支援スタッフと情報を共有しアセ

スメントを進めることで多職種によるメンタ

ルケアが可能になる。 
 
３）ハイリスク・アプローチと予防的介入 

 養育者の心身の健康リスクを高める背景要

因として小児期逆境体験（Adverse Childhood 

Experiences ACEs)がある。制御不能な重篤な

ストレスへの早期の発達途上での曝露の影響

は心的外傷として持続・累積しやすくライフコ

ースを通じて心身の健康の様々な側面に問題

を生じる。子どもと家族のウェルビーイングを

支えるプライマリー・ケアの場でも ACEs へ

の気づきを促し、さらに引き続きトラウマ・イ

ンフォームド・ケアを提供する取り組みが始ま

っている。ACEs の 10 項目には小児期の虐待

や親の精神疾患や物質依存、ドメスティック・

ヴァイオレンス、家族の触法行為、経済的破綻

などによる家族機能不全や喪失体験などが含

まれる。より多くの項目が累積するほど健康リ

スクが高まり、４項目以上がハイリスクの目安

とされる。これらの項目について聞き取ること

が養育者に不快を与えることを危惧されるが、

実際にはスクリーニングとしての調査ではケ

アや支援を受ける当事者にとって理にかなっ

たものとして受けとめられていることがわか

った(9)。またチェックリストとして回答を求

める以外にも問診の場面で多世代のジェノグ

ラムを作成するときに聞くことが出来る。 

子どものこころと発達の主なハイリスク・グ

ループとして低出生体重児、周産期うつ病およ

び上記の早期ストレス・トラウマが挙げられる

(10)。いずれのグループにおいても肯定的な心

理社会的転帰の重要な媒介要因は親と子の絆

－関係性である。絆の形成－関係性の発展の一

端を支える養育者のメンタルヘルスについて

子育て期を通じて気づきとケアを継続的に提

供していくことは真の意味での予防的介入と

なる。 

 
D．考察 
ライフコースを通じた心身の健康の問題の

発生と予防を考えるうえで胎児プログラミン

グ仮説から DOHaD 仮説へと発展・一般化さ

れるに従い、早期発達に寄与する養育環境の形

成と養育的ケアの提供に関わる子育て世代の

親のメンタルヘルスがますます重要視されて

いた。コロナ禍の発生以降も養育的ケアや養育

者のメンタルヘルスの実態や子どもの心身の

発達への影響に関する報告が増加している。特

に社会的不公正の状況にある子どもと家族の

健康について小児期逆境体験 ACEs に注目し
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たスクリーニングとケアの取り組みが成人の

みならず親子２世代に対して実装されつつあ

る。周産期から思春期まで子どもの心身の発達

を促す母子保健、小児保健、学校保健の実践の

場でメンタルヘルスの問題の可視化と共に心

理教育やメンタルケアによる予防的介入が要

請されている。ライフコースを通じたレジリエ

ンスに関わる親子の関係性に向けた早期介入

プログラムの有効性の検証も進んでいる、 
今後はメンタルヘルス・スクリーニング後の

ハイリスク・ポピュレーションの親子向けの多

職種によるスクリーニングと支援プログラム

のあり方を検証する予定である。 
 
Ｅ．結論 
国内外の養育者向けのメンタルヘルスケア

の取り組みを概観すると、気づかれにくい心の

ケアのニーズの調査による可視化を端緒とし

て、ポピュレーションおよびハイリスク・アプ

ローチの両面からケアへの経路や実際の支援

の受け皿を構築しつつある現状が明らかとな

った。 
その際にライフコースを通じた養育的ケア

の提供は要となる理念であり、これを支える養

育者のメンタルヘルスを生物心理社会的な枠

組みで捉え、多職種で理解と対応を行う方法と

システム作りが求められている。 
その際に周産期メンタルヘルスケアにおけ

るポピュレーションおよびハイリスク・アプロ

ーチは有用なモデルとなりうる。 
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